
健康科学部3つのポリシ ー (2023年度生用）

I.学位授与の方針（デイプロマ ・ ポリシ ー）

反学運営会議 資料5•7|
(2022年12月19日）

健康科学部は、 科学的知識と高度な技能を備えて、 人々の健康の回復 ・ 保持 ・ 増進に対して
主体的 ・ 自律的 ・ 実践的に貢献でぎる人材の養成を教育目標として、以下の3点を学士課程
において身につけるべき学士力と定め、 これを学位授与の方針として明示します。

1.知識 ・ 技能
講義、演習などでの読む ・ 聴く ・ 書く ・ 話すことの反復をとおして、乳幼児から高齢者に至
る各ライフステ ー ジにおける「こころ」と「からだ」、 およびそれらの相互作用に関する基
礎知識を収集 ・ 整理・理解し、さらに実習などでの体験をとおして実践的技能を適切に活用
できるようになること。

2.思考カ ・ 判断カ ・ 表現力
修得した知識と技能をもとに、「こころ」と「からだ」の働きに関わる課題を主体的に探索 ・

発見し、 解決に向けた適切な方法を自律的に考案する思考力と判断力を持ち、 得られた成果
を科学的に数量化して分析し、客観的かつ論理的な記述によって表現できるようになるこ
と。

3.多様な人々との協創
健康で幸福な社会の実現に向けて、 多様な人々と協働することによって、 「こころ」と「か
らだ」の働きに関わる問題に対する持続可能な解決プロセスを創出し、 健康に関する新たな
価値観を創造できるようになること。

IL教育課程の編成方針（ カリキュラム ・ ポリシ ー）
健康科学部は、ディプロマ ・ ポリシ ーを実現するためのカリキュラム ・ ポリシ ーを次の通り
とします。

1.基礎から発展へ
乳幼児から高齢者に至る各ライフステ ー ジにおける「こころ」と「からだ」の「健康」に関

する知識を円滑に修得するために、初年次の基礎科目から高学年次の発展的な科目へと段
階的に配置し、卒業年次には学士課程における学修成果の集大成となる科目を配置します。

2.座学から実践ヘ
「こころ」と「からだ」に関して科学的に数量化して分析する技能と、 その分析を通じて得
られた結果を活用する思考力及び創造力を涵養するために、低学年次には講義を中心とし
た座学と基礎的な実習によって基本的知識 ・ 技能を教授する科目を配置し、 高学年次にはそ
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の 実践的活用を目指す演習及び実験 ・ 実習の科目を配置します。

3. 他律から自律ヘ

主体性を持って問題 を発見し、 多様な価値観を持つ他者と共感的な人間 関係を構築しなが

ら問題解決に当たる協働性を涵養する ために、 低学年次の 受動的な学修を出発点としつつ

も、 他者との協働作業や議論、 プレゼンテ ーションを踏まえながら自律的に学修できる科目

を高学年次 に配置します。

III. 学生の受け入れ方針（アドミッション ・ ポリシー）

1. 求める学生像

健康科学部では、 学力の3要素（知識 ・技能 、 思考カ・判断カ・表現力、 主体性を持って

多様な人々と協働・協創して学ぶ態度）に加え、 人間の「こころ」と「からだ」の 仕組み

と働きに関して、 絶えざる興味を持った人を求めます。 すなわち、 学士課程教育を受ける

ために必要な基礎知識 ・技能と共に、 入学後の 学修において必要な、 思考の柔軟性、 創造

カ、 主体性を持った問題 発見 能カ ・ 問題解決能力、 及び倫理性を持ち、 多様な価値観を持

つ他者と協働・協創して真摯に学ぶこと ができる 人を求めます。

2. 入学試験制度と 評価

健康科学部は、 上記の 基礎 能力や資質を確かめる ために、 入学試験制度ごと に「知識・技

能 」、「思考カ・判断カ ・表現力」、「主体性を持って多様な人々と協創して学ぶ態度 」 を多

面的 ・ 総合的に評価します。 評価の比重および評価方法は、 各学科のアドミッション・ ポ

リシー で明示します。

3. 健康科学部の教育を通じて養う能力

健康科学部では、 人間の「こころ」と「からだ」の心理学的 ・ 生理学的 ・ 生物学的な仕組

みと働ぎについて科学的に探究し、 健康の回復 ・ 保持 ・ 増進に向けて間題の解決に当たる

ことの できる 能力を身につけます。
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心理学科3つのポリシ ー (2023年度生用）

I. 学位授与の方針（ディプロマ ・ ポリシー）

1. 知識 ・ 技能

科学的心理学の知見 ・ 方法・理論の歴史的展開と現状に関する基礎知識を修得し、人間の「こ

ころ」と行動を科学的に数量化し統計的に分析する技能を身につけ、活用することができる。

2 . 思考カ・判断カ ・ 表現力

「健康」問題に代表される日常の身近な課題の背景にある人間の「こころ」と行動の働きを

自 ら調べ、 適切な探究方法を考案する思考カ・判断力を持ち、 自律的に課題の解決に取り組

むことができる。 さらに、 得られた成果を客観的かつ 論理的に記述し表現できる。

3 . 多様な人々との協創

自他共に信頼し、他者の言葉に耳を傾け、他者の行動に関心を持って共感的な人間関係を構

築し、 協働して持続可能な問題解決プロセスを創出することができる。

II.教育課程の編成方針（カリキュラム ・ ポリシー）

心理学科は、 ディプロマ ・ ポリシーを実現するためのカリキュラム ・ ポリシーを次の通りと

します。

1. 科学的心理学の知見・方法 ・ 理論の歴史的展開と現状に関する基礎的知識を体系的に教

授する科目を、 主専攻科目の《健康科学部総合科目》、《専門基礎科目》、 及び 《専門標準科

目》に配置します。

2. 人間の 「こころ」 と行動を科学的に数量化する方法、 及び得られたデ ー タを統計的に分

析する技術を教授する科目を、《健康科学部総合科目》及び《専門基礎科目》に配置します。

3. 人間の「こころ」と行動に関する基礎知識を元に、「健康」問題に代表される日常の身近

な課題に対して適切な探究方法を考案し、 他者と共感的な人間関係を構築しながら自律的

に解決する能力を涵養する科目を、《専門発展科目》に配置します。

III.学生の受け入れ方針（アドミッション ・ ポリシー ）

1. 求める学生像

心理学科では、 学士課程教育を受けるために必要な基礎知識 及び 技能を備え、 入学後の学

修 において必要な柔軟な思考力、 創造力、 主体性を持った問題発見能カ ・ 問題解決能力、

及び倫理性を持ち、 多様な価値観を持つ他者と協働 ・ 協創して 「こころの健康」に強い関

心と探究心を持って学ぶことができる人を求めます。 心理学科が求める学生像は、 次の
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「知識 ・ 技能」、「思考カ ・ 判断カ ・ 表現力」、「主体性等」 を有する人です。

(1)知識 ・ 技能

高等学校における主要教科に関する基礎的な知識 ・ 技能を有する人。 すなわち、 日本語や

英語で書かれた文献を読解し、 論述や口頭でのコミュニケ ー ションを行うための基礎的な

国語力や英語力、 社会の動向に関心を持ち、 図表や資料を読み取ったり、 図表を用いて表

現したりするための数学や理科、 社会に関する基礎的な知識 ・ 技能を有する人。

(2)思考カ ・ 判断カ・表現力

「こころの健康」 に強い関心を持ち、 地域や社会における日常の身近な問題に気づく観察

カ、 その問題を解決するために文献を読解し、 それをもとに考察し、 自らの結論を導く思

考カ ・ 判断力、 その結論を論理的な文章や口頭発表によって説得的に示す表現力、 及びこ

の問題解決プロセスに主体性を持って取り組む態度を有する人。

(3)主体性等

自らの考えや意見を明確に表現するとともに、 多様な価値観を持つ他者の考えや意見も尊

重し、 互いに理解し合う共感的な人間関係を築きながら、 積極的に他者と協働・協創する

力を有する人。

【入学前に学習しておくことを期待する内容】

大学での学習には幅広い分野の基礎知識が必要です。 したがって入学を希望する人は、 高

等学校における教科・科目の教科書レベルの基本的な知識を幅広く習得していることが大

切です。

特に、 大学での授業や演習で文献を読んだり、 レポ ー トを書いたり、 自分の意見を発表す

るために、 国語の基礎学力が必要です。 また、 自分の興味関心を広げるために、 様々な本

や記事を読むこともおすすめします。

2. 入学試験制度と評価

心理学科は、 以下の入学試験制度ごとに、「知識 ・ 技能」、「思考カ・判断カ ・ 表現力」、

「主体性等」 を多面的 ・ 総合的に評価します。 それぞれの入学試験制度における評価の比

重と評価方法については、 別表をご覧ください。

(1)一般選抜

入学後に必要な基礎学力を有する生徒を選抜するために、 個別学力検査と調査書によって

多面的・総合的に評価します。 前期C日程では、 取得した英語資格も加味します。 後期日

程では、 個別学力検査で合否ラインの得点帯の受験生について、 調査書に記載される主体

性に関する情報を評価して、 個別学力検査の得点に加点したうえで合否判定します。

一般選抜では、 学力の3要素のうち、 知識 ・ 技能、 思考カ・判断カ ・ 表現力に重点を置い
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て評価・判定します。

(2)共通テスト利用選抜

入学後に必要な基礎学力を有する生徒を選抜するために、 大学入学共通テストの成績と調

査書によって多面的・総合的に評価します。

共通テスト利用選抜では、 学力の3要素のうち、 知識・技能、 思考カ・判断カ・表現力に

重点を置いて評価・判定します。

(3)一般・共通テスト併用選抜

入学後に必要な基礎学力を有する生徒を選抜するために、 一般選抜（前期日程）の個別学

力検査、 大学入学共通テストの成績および調査書によって多面的・総合的に評価します。

一般・共通テスト併用選抜では、 学力の3要素のうち、 知識・技能、 思考カ・判断カ・表

現力に重点を置いて評価・判定します。

(4)総合型選抜

志望理由書にもとづいて心理学科で学修することの意義について強い関心を持って入学を

希望していることを確認します。 その上で、 集団活動試験及び集団討論にもとづいて、 問

題解決のための柔軟な思考カ・情報収集力、 問題解決の成果を分析する能力と判断力、 分

析結果を論理的な文章と適切な図表とによって説得的に示す表現力、 及びこの問題解決プ

ロセスに主体性を持って他者と共に取り組む協働・協創力等を評価します。

総合型選抜では、 学力の3要素のうち、 思考カ・判断カ・表現力、 主体性等に重点を置

き、 調査書にもとづく知識・技能の評価を加味して多面的・総合的に評価・判定します。

(5)学校推薦型選抜（公募）

志望理由書にもとづいて心理学科で学修することの意義について強い関心を持って入学を

希望していることを確認します。 その上で、 小論文形式による個別学力検査にもとづい

て、 知識·技能、 身の周りの日常的な問題に気づく観察力や思考力、 問題解決の成果を分

析する能力と判断力、 及び分析結果を論理的な文章によって説得的に示す表現力を評価し

ます。 さらに、 集団面接、 志望理由書、 及び推薦書等によって、 高等学校等での正課・課

外活動への主体性を持った取り組み、 及び多様な価値観を持つ他者に対する包容力と協

働・協創力等を評価します。

学校推薦型選抜（公募）では、 学力の3要素のうち、 知識・技能、 思考カ・判断カ・表現

力に重点を置き、 推薦書等にもとづく主体性等の評価を加味して多面的・総合的に評価・

判定します。

(6)学校推薦型選抜（指定校）

志望理由書にもとづいて心理学科で学修することの意義について強い関心を持って入学を

希望していることを確認した上で、 面接にもとづいて主体性、 多様な価値観に対する包容
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カ、 及び協働·協創力等を評価します。

学校推薦型選抜（指定校）では、 学力の3要素全てを同じ比重で評価し、 調査書、 推薦書

の評価を加味して多面的・総合的に評価・判定します。

(7)学校推薦型選抜（附属校）

【専願】

志望理由書にもとづいて心理学科で学修することの意義について強い関心を持って入学を

希望していることを確認した上で、 面接にもとづいて主体性、 多様な価値観に対する包容

カ、 及び協働・協創力等を評価します。 面接の結果に重点を置き、 志望理由書と推薦書に

もとづく知識及び思考力等の評価を加味して多面的・総合的に評価します。

学校推薦型選抜（附属校・専願）では、 学力の3要素全てを同等の比重で評価し、 調査

書、 推薦書の評価を加味して多面的・総合的に評価・判定します。

【併願】

志望理由書にもとづいて心理学科で学修することの意義を理解し、 学習意欲があることを

確認した上で、 面接にもとづいて主体性、 多様な価値観に対する包容力、 及び協働・協創

力等を評価します。 面接の結果に重点を置き、 志望理由書と推薦書にもとづく知識及び思

考力等の評価を加味して多面的・総合的に評価します。

学校推薦型選抜（附属校・併願）では、 学力の3要素全てを同等の比重で評価し、 調査

書、 推薦書の評価を加味して多面的・総合的に評価・判定します。

(8)帰国生選抜

帰国生選抜は、 総合型選抜と同じ方式で評価・判定します。

(9)外国人留学生選抜

日本留学試験の成績によって日本語運用能力を評価します。 さらに、 志望理由書にもとづ

いて心理学科で学修することの意義について強い関心を持って入学を希望していることを

確認した上で、 面接によって知識・技能、 思考カ・判断カ・表現力、 主体性、 協働・協創

カ、 及び日本語でのコミュニケ ー ション能力等を評価した上で、 日本留学試験の成績と面

接結果を同等の比重で評価・判定します。

(10)編入学試験・学士入学試験

英語、 小論文、 面接の試験科目を課して、 第3年次に入学するために必要な知識・技能、

思考カ・判断カ・表現力、 主体性等を有しているかを多面的・総合的に評価します。

(2023年度は実施しません。）

3. 心理学科の教育を通じて養う能力

心理学科では、 人間の「こころ」の心理学的・生理学的な仕組みと働きについて科学的に

探究し、「こころの健康」の回復・保持・増進に向けて、 他者と協働・協創して、 問題の

-67-



解決に当たることのでぎる能力を身につけます。

具体的には、 心理学の実験や実習、 研究法に関する科目を通じて、 基礎的な知識・技能、

科学的な思考カ・判断カ・表現力、 学修及び協働 ・ 協創への主体性を身につけます。 これ

らの基礎的な力を土台として、「こころ」の健康を研究する上での基礎となる人間の行動

全般について理解し、 ビジネスや生活など社会のさまざまな場面の問題把握と解決に役立

つ専門的な知識・技能を身につける心理科学領域科目群、「こころ」の健康を支える社

会・組織について心理学の観点から理解し、 意識調査やビッグ ・ データなどを分析して人

間の心理 ・ 行動特性を見出すための専門的な知識・技能を身につける心理調査領域科目

群、「こころ」の健康状態を観察 ・ 分析し、 その回復・保持・増進を支援するための専門

的な知識・技能を身につける心理臨床領域科目群を通じて、 基礎から臨床まで特定の領域

に偏らず幅広い領域の専門的な知識 ・ 技能、 思考カ ・ 判断カ・表現力を修得します。 ま

た、 公認心理師養成に対応したカリキュラムも整備されており、 公認心理師資格の取得を

目指す人は、 公認心理師に求められる実践的な知識・技能、 思考カ・判断カ・表現力を身

につけることもできます。

そして、 自らが興味を持った研究テ ー マについて主体性を持って取り組む卒業論文を通じ

て、 4年間で培った専門的な知識・技能、 思考力や判断力、 表現力を十分に発揮し、 大学

での学修の集大成とします。

さらに、 公認心理師や臨床心理士などのより高度な専門職業人を目指す人や、 4年間の学

修をさらに深めより発展的な学修を求める人のために、 本学大学院人文科学研究科心理学

専攻への進学も積極的にサポ ー トします。
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（別表）各入試制度における学力の3要素の評価比重と評価方法（◎は重点評価項目） 【心理学科】

区分

一般選抜

総合型

選抜

学校推薦型

選抜

入試制度

一般選抜（前期日程）

..,...........,..＂”'＂99999999999999999999999-•9999999999 ”'""＇999999999999999い"'"'"""'""

一般選抜（後期日程）
●●●●●●●●●●●●●"'•一"●'"'•一•"一•••一"'一•••一'"●""●"●●●●●9 一•9 ●"●9• 一•""●'""'● ●●"' 
共通テスト利用選抜

（前期日程・後期日程）.... ．．． -

一般・共通テスト併用選抜

総合型選抜

学校推薦型選抜（公募）

···-

学校推薦型選抜（指定校）

．．．．．．．．．．．．會． ．．．臼●●●●● ●●●●● �．．�．．．．．．．．．．．．．．．．． ＂．．．＂．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．． 

学校推薦型選抜（附属校）

比重

◎ 

.,........・...,...

◎ 

., ●"

◎ 

—··· • 

◎ 

゜

◎ 

.................. 

゜

●●●●▼............ 

゜

知識・技能

評価方法

・個別学力検査

菖英語資格・検定

（前期0日程のみ）

・調査書●●● •一•••••• 一 •••一• � � --•一•••一• ..... ••一
・個別学力検査

・調査書
• � ••999999一999臼 ..............●.......,...,.
・共通テストの成績

・調査書一�� � � 9 9 9 ー'"一9 9 9 ー....,,.,_..,_,,,ー
・個別学力検査

・共通テストの成績

・調査書

・課題図書に関する

筆記試験

・集団活動試験

・集団討論

・調査書

篇小論文

・面接

・推薦書

・調査書

・志望理由書
．．．．．．▲．．．．．．．..．．．．． ．． 9 ●●●●●● ●" .....●●●................. 

・面接

・推薦書

・調査書

・志望理由書...
・

....
面

....”....
接
...........．．．＂-•,......-•••⇔●●●—●●● ●臼•••”...＂

・推薦書

・調査書

・志望理由書
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思考カ・判断カ・表現力

比重

◎ 

•一•,......．．．．．．．．．

◎

●●●●●●9 ●●● 

◎ 

•一...-....... 

◎ 

◎ 

◎ 

.會.,......."＂,....

゜

●●,...．．．．．．

゜

評価方法

・個別学力検査

"●999999999999999"'••9999999999999●999999999999999999 99999" � 99999. .. 

・個別学力検査
............"．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．日99999 999999 � 999999999999999999999999999 

・共通テストの成績
999999999999・◆999"’’'" ＇’"'999999999 9•999999" ＂ '••999←•999999999999999999999◆•99 

・個別学力検査

・共通テストの成績

・課題図書に関する

筆記試験

・集団活動試験

・集団討論

・志望理由書

・小論文

・面接

・推薦書

・志望理由書

．．．．．．．▲．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．． ...........a.....“ 

・面接

・推薦書

・志望理由書
"●99999999999 9999999999999●999••999 ●"'"'＂●9999999 99999999 9 ●" 

・面接

・推薦書

・志望理由書

比重

········-···-·"● 

゜

...—•••-•••一書-·

........ -... 

◎ 

゜

,........,........ 

゜

●●● ●臼�� � 

゜

主体性等

評価方法

'"""'""臼99999999999999999999999999999999999999999 99999999曹•999 999"'999999 

・調査書
●●●●●●●●●●●●●●●●●—•••,,,,,,,_ 

................. ．．．．．．．．．．會•一•-•• ............."．．．．．． ．．．．．．．""

・集団活動試験

・集団討論

・志望理由書

・面接

・推薦書

・志望理由書

..... ．．． ．-•••-．．．”"”"'-••,.....-• � • 
・面接

・推薦書

・調査書

・志望理由書....",....，.....”’•999 999••999999999999999999 ●●●9999999999999999999999999"'999999 

・面接

・推薦書

・調査書

・志望理由書



健康栄養学科3つのポリシ ー (2023年度生用）

I. 学位授与の方針（ディプロマ ・ ポリシ ー ）

1. 知識 ・ 技能

栄養学を核とし、 保健・医療・福祉・食品・ 心理と連携する学際的な領域において、「から

だ」の健康と栄養に関する高度な専門知識と技能を有し、実践的な場において活用すること

ができる。

2. 思考カ・判断カ・表現力

「健康」問題に代表される日常の身近な 課題を確認し、適切な探究方法を考案する思考カ・

判断力を持ち、自律的に課題 の解決に取り組むことができる。さらに、得られた成果を客観

的か つ論理的に記述できる表現力を備えている。

3. 多様な人々と の協創

食生活に関する自己管理能力を持ち、自身が望ましい食習慣を形成するとともに、他者の言

葉に耳を傾け、他者の行動に関心を持って人間関係を構築し、協働して持続可能な食や健康

に関する 問題解決プロセスを創出することができる。

IL教育課程の編成方針（カリキュラム ・ ポリシ ー）

健康栄養学科は、ディプロマ ・ ポリシ ーを実現するためのカリキュラム ・ ポリシ ーを次の通

りとします。

L栄養学を核とし、 保健、医療、福祉、食品、心理と 関連する学際的な領域において、「から

だ」の健康と栄養に関する高度な専門知識と技能を体系的に教授する科目を、主専攻科目 の

《健康科学部総合科目》、 《専門基礎分野》、 及び《専門分野》に配置します。

2.「からだ」 の健康と栄養につ いて、学際的 ・ 科学的にアプロ ー チするための理論と方法を

教授する科目を《健康科学部総合科目》に、管理栄養士として必要とされる基礎知識と技術

を涵養する科目を《専門基礎分野》に、管理栄養士としての 確かな実践力並びに他者と共感

的な人間関係を構築しながら自律的に問題解決に当たる協働性を涵養する科目を 《専門分

野》に配置します。

3地域社会の実践的な場において必要とされる発展的な知識を教授すると共に、地域 の人々

の健康回復・保 持・増進に貢献できる力を涵養する科目を《専門発展分野》及び《ゼミナ ー

ル》に配置します。
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III.学生の受け 入れ方針（アドミッション ・ ポリシー）

1. 求める学生像

健康栄養学科では、 学士課程教育を 受けるために必要な基礎知識及び技能を備え、 入学後

の学修において 必要な柔軟な思考力、 創造力、 主体性を持った問題発見能カ・ 問題解決能

カ 、及び倫理性を持ち、多様な価値観を持つ他者と協働・協創して 「人 の健康 と栄養」に

強い関心と探究心を持って 学ぶことができる人 を 求め ます。 健康栄養学科が求める学生像

は、 次の「知識・技能」、「思考カ・判断カ・表現力」、「主体性等」 を有する人です。

(1)知識・技能

高等学校における主要 教科に関する基本的な知識·技能を有する人。 すなわち、 日本語 や

英語で書かれた文献を読解し、論述や口頭でのコミュニケ ーションを行うための基礎的な

国語力や英語力、 社会 の動向に関心を持ち、 図表や資料を読み取ったり、 図表を用いて表

現したりするため の数学 や理科 、 社会に関する基礎的な知識・技能を有する人。

(2)思考カ・判断カ・表現力

「人の健康 と栄養」に強い関心を持ち、 地域や社会における日常の身近な問題に気づく観

察力、 そ の問題 を解決するために文献を読解し、 それをもとに考察し、 自らの結論を導く

思考カ・判断力、 その結論を論理 的な文章や口頭発表によって説得 的に示す表現力、及び

この問題解決プロセスに主体性を持って 他者と協働・協創できる態度を有する人。

(3)主体性等

自らの考えや意見を明確に表現 すると ともに、多様な価値観を持つ他者の考えや意見も尊

重し、 互いに理解し合う共感的な人間関係を築きながら、 積極的に他者と協働・協創 する

力を有する人。

【入学前に学習して おく こと を期待する内容】

大学での学習には幅広い分野の基礎知識が必要です。 したがって 入学 を希望する人は、 高

等学校における教科・科目の教科書レベルの基本的な知識 を 幅広く習得して いることが大

切です。

特に、 大学での授業や演習で文献を読んだり、 レポー トを書いたり、 自分 の意見を発表す

るために、 国語の基礎学力が必要です。 また、 自分の興味関心を広げるために、 様々な本

や記事を読むこともおす す めします。

2. 入学試験制度と 評価

健康栄養学科は、 以下の入学試験制度ごとに、「知識・技能」、「思考カ・判断カ・表現

カ 」、「主体性等」 を多面的・総合的に評価します。 それぞれの入学試験制度における評価

の比重 と 評価 方法については、 別表を ご覧ください。
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(1)一般選抜

入学後に必要な基礎学力を有する生徒を選抜するために、 個別学力検査と調査書によって

多面的・総合的に評価します。 前期C日程では、 取得した英語資格も加味します。 後期日

程では、 個別学力検査で合否ラインの得点帯の受験生について、 調査書に記載される主体

性に関する情報を評価して、 個別学力検査の得点に加点したうえで合否判定します。
一般選抜では、 学力の3要素のうち、 知識·技能、 思考カ・判断カ・表現力に重点を置い

て評価・判定します。

(2)共通テスト利用選抜

入学後に必要な基礎学力を有する生徒を選抜するために、 大学入学共通テストの成績と調

査書によって多面的・総合的に評価します。

共通テスト利用選抜では、 学力の3要素のうち、 知識・技能、 思考カ・判断カ・表現力に

重点を置いて評価・判定します。

(3)一般・共通テスト併用選抜

入学後に必要な基礎学力を有する生徒を選抜するために、 一般選抜（前期日程）の個別学

力検査、 大学入学共通テストの成績および調査書によって多面的・総合的に評価します。
一般・共通テスト併用選抜では、 学力の3要素のうち、 知識・技能、 思考カ・判断カ・表

現力に重点を置いて評価・判定します。

(4)総合型選抜

志望理由書にもとづいて健康栄養学科で学修することの意義を理解し、 強く入学を希望し

ていることを確認します。 その上で、 課題に関するレポ ート、 課題レポ ートをもとにした

プレゼンテー ションの内容（質疑応答の状況を含む）で審査を行います。 その審査結果お

よび調査書にもとづき、 多面的・総合的に評価します。

総合型選抜では、 学力の3要素のうち、 思考カ・判断カ・表現力、 主体性等に重点を置

き、 調査書にもとづく知識・技能の評価を加味して多面的・総合的に評価・判定します。

(5)学校推薦型選抜（公募）

志望理由書にもとづいて健康栄養学科で学修することの意義を理解し、 強く入学を希望し

ていることを確認します。 その上で、 小論文形式による個別学力検査にもとづいて、 知

識・技能、 身の周りの日常的な問題に気づく観察力や思考力、 問題解決の成果を分析する

能力と判断力、 及び分析結果を論理的な文章によって説得的に示す表現力を評価します。

さらに、 集団面接、 志望理由書、 及び推薦書等によって、 高等学校等での正課・課外活動

への主体性を持った取り組み、 及び多様な価値観を持つ他者に対する包容力と他者との協

働・協創性等を評価します。
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学校推薦型選抜（公募）では、 学力の3要素のうち、 知識・技能、 思考カ・判断カ・表現

力に重点を置き、 推薦書等にもとづく主体性等の評価を加味して多面的・総合的に評価・

判定します。

(6)学校推薦型選抜（指定校）

志望理由書にもとづいて健康栄養学科で学修することの意義を理解し、「人の健康と栄

養」に関して強い関心を持ち、 入学を希望していることを確認した上で面接にもとづいて

主体性、 多様な価値観に対する包容力、 及び他者との協働・協創性を評価します。

学校推薦型選抜（指定校）では、 学力の3要素全てを同じ比重で評価し、 調査書、 推薦書

の評価を加味して多面的・総合的に評価・判定します。

(7)学校推薦型選抜（附属校）

【専願】

志望理由書にもとづいて健康栄養学科で学修することの意義を理解し、「人の健康と栄

養」に関して大いに関心を持ち、 強く入学を希望していることを確認した上で、 面接にも

とづいて主体性、 多様な価値観に対する包容力、 及び他者との協働・協創性を評価しま

す。 面接の結果に重点を置ぎ、 志望理由書と推薦書にもとづく知識及び思考力等の評価を

加味して多面的・総合的に評価します。

学校推薦型選抜（附属校・専願）では、 学力の3要素全てを同等の比重で評価し、 調査

書、 推薦書の評価を加味して多面的・総合的に評価・判定します。

【併願】

志望理由書にもとづいて健康栄養学科で学修することの意義を理解し、「人の健康と栄

養」に関して大いに関心を持ち、 学習意欲があることを確認した上で、 面接にもとづいて

主体性、 多様な価値観に対する包容力、 及び他者との協働・協創性を評価します。 面接の

結果に重点を置き、 志望理由書と推薦書にもとづく知識及び思考力等の評価を加味して多

面的・総合的に評価します。

学校推薦型選抜（附属校・併願）では、 学力の3要素全てを同等の比重で評価し、 調査

書、 推薦書の評価を加味して多面的・総合的に評価・判定します。

(8)帰国生選抜

帰国生選抜は、 総合型選抜と同じ方式で評価・判定します。

(9)外国人留学生選抜

日本留学試験の成績によって日本語運用能力を評価します。 さらに、 志望理由書にもとづ

いて健康栄養学科で学修することの意義について強い関心を持って入学を希望しているこ

とを確認し、 面接によって知識・技能、 思考カ・判断カ・表現力、 主体性、 協働・協創

性、 及び日本語でのコミュニケ ー ション能力等を評価した上で、 日本留学試験の成績と面

接結果を同等の比重で評価·判定します。
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3. 健康栄養学科の教育を通じて養う能力

健康栄養学科では、「人と食」の多面的な学びをベ ー スに 、主たるテ ー マである 「人の健

康と栄養」を科 学的に探求し、栄養士・管理栄養士として「人の健康の回復·保持・増

進」に向けて、 他者と協働・協創して、問題の解決に当たることのできる能力を身につけ

ます。

具体的には、 入学当初から 専門的基礎分野の学修が始まり、「社会環境と 健康」「人 体の構

造と機能及び疾病の成 り立ち」「食べ物と 健康」に分類される科 目群において「人の健康

と栄養」を学ぶための専門的基礎 学力を積み上げます。

また、 学年進 行に沿って専門分野の学修が連続し、「基礎栄養学」「応用栄養学」「栄養教

育論」「臨床栄養学」「公衆栄養学」「給食経営管理論」に分類される科 目群において、栄

養士・管理栄養士に必要な専門的・実践的な知識や技術を身につけます。 本学科では、 講

義・演習・実習の三位一 体で 「知識・技能」「思考カ・判断カ・表現力」を身につけま

す。 そして学生が進んで自ら 学び 、 学修活動を行 うことによって、「主体性等」が醸成さ

れます。

これらを統合した学修として3~4年次にかけて「臨地実習」や 「卒業研究」を体験しま

す。 そこでは4年間を通じて積み上げ、 蓄積した専門的な「知識・技能」「思考カ・判断

カ・表現力」そして「主体性等」を大いに 発揮し、栄養士・管理栄養士として必要とされ

る専門的実践力を身につけられるよ う 、 大学での学修の集大成とします。 在学期間を通し

て、栄養士・管理栄養士を目指 す者としての視座から 、「人の健康と栄養」を深く考える

機会をもち 、「人の健康の回復・保持・増進」を支援する ために必要な「知識・技能」と

「思考カ・判断カ・表現力」を高め ます。 また、あらゆる場面で要求される的確なコミュ

ニケ ー ション能力を養い、自らの課題とテ ー マを学問的に追求し、主体性を持って他者と

協働・協創 する能力を培い、人を思いやれる栄養士・管理栄養 士として地域社会の発展に

貢献できる人材となることを目指します。
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（別表）各入試制度における学力の3要素の評価比重と評価方法（◎は重点評価項目）【健康栄養学科】

区分

一般選抜

総合型

選抜

学校推薦型

選抜

入試制度

一般選抜（前期日程）

.....................................".......................-．．．．． ·"""．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．▲．．．．······ 

一般選抜（後期日程）
......共＂.......通.........

テ
...＂,...

ス
....-••9

ト
⇔●●●●利●●●●-．．用．．．．．い••選

•a......抜........99●"'""●""'"い

（前期日程 ・後期日程）..•..• -•••"＂-＂ - ． ..配.... ．”~........... ..... ．．．

一般・ 共通テ スト併用 選抜

総合型選抜

学校推薦型選抜（公募）

学校推薦型選抜（指定校）

999 9999••99999 999999999999999 ••99999999999999999 9999999999999 9999999 999••9990999●999" 

学校推薦型選抜（附属校）

知識・技能

比璽i 評価方法

—
◎•-l I ， ' 

•個別学力検査
・英語資格検定

（前期C日程のみ）
・ 調 査書............-••◆•••-......▼....0••• —···.. .....．" 

◎ 
・
個別学力検査
・ 調 査書•一• ●●●●”.. •••一•••- � ＂'"...＂....．．-••• ●●●●臼••••

竺

◎
［

•・
・

•・

調

個
共

調

共

査

通

別通

査
テ
書

テ
書

学

ス

ス力

ト

ト
検

の

の査

成

成績

績
・プレゼンテ ー ション
審査

゜
・ 調 査書
・課題レポート
・小論文
算面接

◎ ・推薦書
・ 調 査書

| 
•
志望理由書

0 | 1I「
•
•・
・
・

調
面

面
推

志

接
薦
査
望

接

書
書
理由書

・推薦書
゜

・ 調 査書
・志望理由書
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思考カ ・ 判断カ・表現力

比重 i
評価方法

l 

I 

•
プレゼンテ ーション
審査

◎ 
・志望理由書
・課題レポート

I 

| •
小論文

・面接
◎ 

・推薦書
・志望理由書

比重

●●●●ー．．．��．

゜

主体性等

評価方法

0•- ...．臼999-••9幽．．．．..........-い・ ・ � 

・ 調 査書
..a...- ． - ..,......,a ...999 99999999●999●99 9" 

.. · •- -• .. •••- ... -•• 

・プレゼンテ ー ション
審査

◎ 
・志望理由書
・課題レポート

・面接
゜ ・推薦書

・志望理由書

・面接

-

゜-I—・
・
喜

調

推
査
戸蔦

書
書
竺豊＿•一一

・推薦書
゜

・ 調 査書
・志望理由書




